
来日外国人犯罪情勢について 資料2

来日外国人犯罪の検挙状況の推移

（出典）令和７年における組織犯罪の情勢について（警察庁）図表３－３
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来日外国人犯罪の検挙件数の推移

来日外国人犯罪の検挙人員の推移

注：「来日外国人」とは、我が国に存在する外国人のうち、いわゆる定着居住者（永住者、永住者の配偶者等及び特別永住者）、在日米軍関係者及び在留資格不明者を除いた外国人をいう。
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刑法犯検挙件数・人員に占める来日外国人犯罪の割合
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H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15
刑法犯検挙件数に占める来日外国人犯罪の割合 0.5% 0.6% 1.1% 1.2% 1.8% 1.7% 2.3% 2.7% 2.9% 2.8% 3.4% 4.0% 3.4% 4.1% 4.2%
刑法犯検挙人員に占める来日外国人の割合 1.0% 1.0% 1.6% 2.1% 2.4% 2.3% 2.2% 2.0% 1.7% 1.7% 1.9% 2.0% 2.2% 2.2% 2.3%

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
刑法犯検挙件数に占める来日外国人犯罪の割合 4.8% 5.1% 4.3% 4.3% 4.0% 3.8% 2.8% 2.7% 2.5% 2.7% 2.6% 2.6% 2.7% 3.4% 3.1%
刑法犯検挙人員に占める来日外国人の割合 2.3% 2.2% 2.1% 2.1% 2.1% 2.2% 2.1% 1.9% 1.9% 2.1% 2.3% 2.6% 2.7% 2.8% 2.8%

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7
刑法犯検挙件数に占める来日外国人犯罪の割合 3.1% 3.4% 3.4% 3.4% 3.7% 4.7% 5.9%
刑法犯検挙人員に占める来日外国人の割合 2.9% 3.1% 3.2% 3.0% 3.1% 3.3% 3.7%
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刑法犯検挙件数に占める来日外国人犯罪の割合

刑法犯検挙人員に占める来日外国人の割合
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定住者
1,469 人（11.5%）

留学
1,205 人（9.4%）

技能実習
1,079 人（8.4%）

技術・人文知識・国際業務
1,069人（8.4%）

短期滞在
1,064 人（8.3%）

日本人の配偶者等
799人（6.3％）

特定技能
532 人（4.2％）

その他
1,754人（13.7％）

不法残留（元技能実習）
1,733 人（13.6％）

不法残留（元短期滞在）
1,102 人（8.6％）

不法残留（元留学・就学）
316 人（2.5％）

不法残留（元特定技能）
94人（0.7%）

その他不法滞在者
561人（4.4％）

総検挙人員

12,777人

来日外国人犯罪情勢について 資料2

3

来日外国人の総検挙人員の正規滞在・不法滞在別
（令和７年中）

来日外国人の総検挙人員の在留資格別内訳
（令和７年中）

注：不法滞在とは、不法入国、不法上陸、不法在留及び不法残留をいう。
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特定技能

総検挙人員

626人

正規滞在

532人(85.0%)

不法残留

94人(15.0%)

留学

総検挙人員

1,521人

正規滞在

1,205人(79.2%)

不法残留

316人(20.8%)
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来日外国人の在留資格別総検挙人員（正規滞在・不法残留別・令和７年中）

注：各在留資格の総検挙人員のうち、「不法残留の検挙人員」については、不法残留状態となる以前に有していた在留資格に応じて計上。
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技能実習

総検挙人員

2,812人

正規滞在

1,079人(38.4%)

不法残留

1,733人(61.6%)

短期滞在

総検挙人員

2,166人

正規滞在

1,064人(49.1%)

不法残留

1,102人(50.9%)
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来日外国人の刑法犯包括罪種別検挙状況
（令和７年中）

来日外国人の特別法犯違反法令別検挙状況
（令和７年中）
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○凶悪犯…殺人、強盗、放火、不同意性交等
粗暴犯…暴行、傷害、脅迫、恐喝、凶器準備集合
窃盗犯…窃盗
知能犯…詐欺、横領（占有離脱物横領を除く。）、偽造、汚職、背任、「公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に関する法律」に規定する罪

    風俗犯…賭博、わいせつ（不同意わいせつ、公然わいせつ等）、「性的な姿態を撮影する行為等の処罰及び押収物に記録された性的な姿態の影像に係る電磁的記録の消去等に関する法律」に規定する罪
    その他の刑法犯…公務執行妨害、住居侵入、逮捕監禁、器物損壊、占有離脱物横領等上記に掲げるもの以外の刑法犯
○薬物事犯とは、覚醒剤事犯、大麻事犯、麻薬及び向精神薬事犯及びあへん事犯という。
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